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1. 2023年12月期第3四半期の連結業績（2023年1月1日～2023年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第3四半期 15,763 △47.6 △687 ― △805 ― △1,261 ―

2022年12月期第3四半期 30,090 54.4 △734 ― △739 ― △838 ―

（注）包括利益 2023年12月期第3四半期　　△1,659百万円 （109.8％） 2022年12月期第3四半期　　△790百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年12月期第3四半期 △63.87 ―

2022年12月期第3四半期 △42.47 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年12月期第3四半期 31,238 3,735 12.0

2022年12月期 33,174 5,394 16.3

（参考）自己資本 2023年12月期第3四半期 3,735百万円 2022年12月期 5,394百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 ― 2.50 ― 0.00 2.50

2023年12月期 ― 0.00 ―

2023年12月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年12月期の連結業績予想（2023年 1月 1日～2023年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,100 △42.5 △670 ― △910 ― △1,410 ― △71.40

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期3Q 22,400,000 株 2022年12月期 22,400,000 株

② 期末自己株式数 2023年12月期3Q 2,650,747 株 2022年12月期 2,650,747 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期3Q 19,749,253 株 2022年12月期3Q 19,749,253 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料

２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
対前年同期比

・国内ワックス販売

　　売上高（百万円） 9,137 8,515 △621

　　数量（トン） 25,798 19,456 △6,341

・輸出ワックス販売

　　売上高（百万円） 9,130 4,386 △4,743

　　数量（トン） 37,975 14,276 △23,698

・重油販売

　　売上高（百万円） 11,688 2,725 △8,962

　　数量（キロリットル） 134,973 30,878 △104,094

・その他商品販売

　　売上高（百万円） 134 134 0

・総売上高（百万円） 30,090 15,763 △14,327

・営業損失（△）（百万円） △734 △687 ＋47

・経常損失（△）（百万円） △739 △805 △65

・親会社株主に帰属する四半期純損失（百万円） △838 △1,261 △422

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2023年１月１日～2023年９月３０日）の世界経済は、欧米の長引く高インフレや

中国の不動産急落を始めとする経済の変調、途上国の過剰債務問題等世界規模で悪化の兆候が表れ、またそれに

よる消費構造の変化とモノの需要低迷も顕在化し、更に下振れ懸念が強まりました。

当第３四半期連結会計期間における当社グループは、『中期経営計画（23-27）』における一部施策の前倒し

実行により、原料処理、ワックス・重油生産面での構造転換を迅速かつ着実に推進したものの、販売面では海外

主要原料供給元の長期操業停止が続き一部製品の販売抑制を継続せざるを得なかったことに加え、回復を見込ん

でいた国内ワックス需要の低迷が続きました。

その結果、当社グループ業績は当第３四半期連結会計期間では第２四半期に引き続き黒字を確保したものの、

当第３四半期連結累計期間では第１、２四半期に引き続き対前年同期比減益となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比較して1,936百万円減少の31,238百

万円となりました。これは主として現金及び預金の減少額655百万円、棚卸資産の減少額904百万円等によるも

のです。

これに対して負債合計は、前連結会計年度末に比較して276百万円減少の27,502百万円となりました。これは

主として短期借入金の減少額303百万円、長期借入金の減少額566百万円、再評価に係る繰延税金負債の増加額

317百万円等によるものです。

また純資産合計は、前連結会計年度末に比較して1,659百万円減少の3,735百万円となりました。これは主と

して利益剰余金の減少額1,256百万円等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2023年８月14日の「2023年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」で公表

いたしました通期の業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2023年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,039 1,384

受取手形及び売掛金 3,548 3,860

商品及び製品 8,472 6,862

原材料及び貯蔵品 2,036 2,741

その他 1,401 446

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 17,495 15,292

固定資産

有形固定資産

土地 9,341 9,290

その他（純額） 5,553 6,054

有形固定資産合計 14,895 15,344

無形固定資産 100 106

投資その他の資産 683 495

固定資産合計 15,678 15,946

資産合計 33,174 31,238

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,199 2,205

短期借入金 19,419 19,115

未払法人税等 11 16

賞与引当金 58 101

修繕引当金 84 27

その他 1,694 1,642

流動負債合計 23,467 23,109

固定負債

長期借入金 1,602 1,035

再評価に係る繰延税金負債 2,573 2,891

退職給付に係る負債 89 31

その他 46 434

固定負債合計 4,312 4,393

負債合計 27,779 27,502

純資産の部

株主資本

資本金 1,120 1,120

資本剰余金 80 80

利益剰余金 △1,086 △2,342

自己株式 △674 △674

株主資本合計 △560 △1,816

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 116 0

土地再評価差額金 5,870 5,544

為替換算調整勘定 △32 7

その他の包括利益累計額合計 5,955 5,552

純資産合計 5,394 3,735

負債純資産合計 33,174 31,238

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 30,090 15,763

売上原価 28,172 14,585

売上総利益 1,917 1,177

販売費及び一般管理費 2,652 1,864

営業損失（△） △734 △687

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 11 7

受取保険金 3 28

受取賃貸料 13 14

為替差益 83 4

その他 22 15

営業外収益合計 135 70

営業外費用

支払利息 133 170

その他 7 18

営業外費用合計 140 188

経常損失（△） △739 △805

特別利益

固定資産売却益 0 29

投資有価証券売却益 1 144

補助金収入 2 －

特別利益合計 4 173

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 0 12

投資有価証券売却損 － 2

事業構造改善費用 － 584

特別損失合計 0 599

税金等調整前四半期純損失（△） △735 △1,230

法人税等 103 30

四半期純損失（△） △838 △1,261

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △838 △1,261

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純損失（△） △838 △1,261

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9 △116

繰延ヘッジ損益 38 －

為替換算調整勘定 19 39

土地再評価差額金 － △320

その他の包括利益合計 47 △397

四半期包括利益 △790 △1,659

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △790 △1,659

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

　当社グループは、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

います。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年９月30日）

　当社グループは、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

います。
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① 割 当 日 2023年10月24日（火）

② 新 株 予 約 権 の 総 数 30個

③ 発 行 価 額 本新株予約権の引換えの金銭の払込みはこれを要しないものとします。

④ 当該発行による潜在株式数
本新株予約権の対象株式の数は、本新株予約権の行使に際して出資される

財産の価額を行使価額で除して得られる 大整数とします。

⑤ 調 達 資 金 の 額

本新株予約権の発行に際して金銭の払込みはありません。

また、本新株予約権の行使における出資財産は、割当予定先が当社に対し

て有する本資本性劣後ローンに係る元本債権及び利息債権（下記繰延利息

及び支払が繰り延べられた現金利息を含み、以下「本資本性劣後ローン債

権」といいます。）であり、金銭の支払はありません。

⑥ 行 使 価 額 106円

⑦
募 集 又 は 割 当 方 法

（ 割 当 予 定 先 ）

第三者割当の方法により割当予定先に全ての本新株予約権を割り当てま

す。

⑧ そ の 他

本新株予約権の発行については、金融商品取引法による届出の効力が発生

していることを条件とします。

割当予定先は、本引受契約及び本ローン契約の規定により、2028年10月25

日以降、いつでも本新株予約権を行使して普通株式を取得することができ

ます。

割当予定先は、本ローン契約の規定により、本新株予約権を第三者に譲渡

する場合には、当社の承認を要します。

① 貸 付 人 割当予定先

② 貸 付 元 本 額 3,000,000,000円

（重要な後発事象）

(第三者割当による新株予約権付資本性劣後ローンに係る新株予約権の発行、資本金及び資本準備金の額の減少

並びに剰余金の処分、資本性劣後ローンの資金使途の変更)

当社は、2023年８月14日開催の取締役会において、次の①から②までの各事項について決議し、①について同

日契約を締結しました。

①ジャパン・インダストリアル・ソリューションズ　第参号投資事業有限責任組合（以下「割当予定先」といい

ます。）との間で、劣後特約付金銭消費貸借契約（以下「本ローン契約」といいます。）及び新株予約権引受

契約（以下「本引受契約」といいます。）を締結し、割当予定先より、総額3,000,000,000円を資本性劣後ロ

ーン（以下「本資本性劣後ローン」といいます。）により借り入れるとともに、本資本性劣後ローンの弁済期

限の到来時に本資本性劣後ローンの借入金の弁済が完了していない場合に、割当予定先において本資本性劣後

ローンの保全を図る目的で、割当予定先に対して、第三者割当の方法により、新株予約権（以下「本新株予約

権」という。）を発行すること（以下「本第三者割当」といい、本資本性劣後ローン及び本第三者割当を総称

して、以下「本資金調達」といいます。）

②本資金調達に係る払込みの日を効力発生日として、資本金及び資本準備金の額を減少し（以下「本資本金等の

額の減少」といいます。）、本資本金等の額の減少により発生したその他資本剰余金で繰越利益剰余金の欠損

の一部を填補すること（以下「本剰余金の処分」といいます。）

　さらに、2023年10月18日開催の臨時株主総会において、本新株予約権の発行について株式会社東京証券取引所

の定める有価証券上場規程第432 条に基づく株主意思確認としての承認が決議されるとともに、本資本金等の額

の減少及び本剰余金の処分の承認が決議されました。また、2023年10月24日に、当社は、割当予定先に本新株予

約権を発行し、割当予定先からの本資本性劣後ローンによる資金調達の実行が完了し、本資本金等の額の減少及

び本剰余金の処分を実施しました。

　また、2023年10月26日開催の取締役会において、本資本性劣後ローンの資金使途の変更を決議しました。

変更の内容は、後述の「Ⅰ．第三者割当による本新株予約権の発行について［本資本性劣後ローンの概要］⑩資

金の使途」に記載のとおりです。

Ⅰ．第三者割当による本新株予約権の発行について

［本新株予約権発行の概要］

［本資本性劣後ローンの概要］
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③ 貸 付 実 行 日 2023年10月24日

④ 満 期 日 2028年10月24日

⑤ 任 意 期 限 前 弁 済

当社が満期日前に、期限前弁済を希望する日の15営業日前までに、期限前

弁済を希望する貸付元本金額（本資本性劣後ローン債権の元本残高の全額

又は１億円以上１億円単位の金額）、期限前弁済を希望する元本金額に関

し期限前弁済希望日までに生じる経過利息の全額について期限前弁済を希

望する日に支払う旨を書面通知し、同日に支払いをする場合については、  

期限前弁済を行うことができます。

⑥
適 用 利 率

( 繰 延 利 息 )

繰延利息に係る適用利率は、以下の各利息計算期間において、それぞれ以

下の通りとします。各利息計算期間で生じた繰延利息は、翌利息計算期間

の計算上、元本に自動的に組み入れられて翌利息計算期間の繰延利息が算

出されます。

当社は、割当予定先に対して、本資本性ローンの満期日において、各利息

計算期間に発生した繰延利息を一括して支払います。

(a) 2024年10月23日まで

  年率12.0％

(b) 2024年10月24日から2025年10月23日まで

  年率12.0％

(c) 2025年10月24日から2026年10月23日まで

  年率12.0％

(d) 2026年10月24日以降

  年率10.0％

⑦
適 用 利 率

( 現 金 利 息 )

現金利息に係る適用利率は、各利息計算期間において、当該利息計算期間

の初日の属する事業年度の前事業年度の当社の連結ベースでのEBITDAに応

じて、それぞれ以下の通りとします。

当社は、割当予定先に対して、各利息支払日において、各利息計算期間に

ついて計算された現金利息を支払います。

但し、現金利息の支払が繰り延べられた場合、繰り延べられた現金利息に

ついては、実際の支払日までの間に対応する適用利率（繰延利息及び現金

利息に係るもの）を乗じた約定利息を加えた金額を当該支払日において支

払います。

(a) EBITDAが2,500,000,000円未満　　年率０％

(b) EBITDAが2,500,000,000円以上　　年率1.0％

(c) EBITDAが3,000,000,000円以上　　年率3.0％

なお、利息計算期間は上記⑥適用利率(繰延利息)と同様であり、利息支払

日は初回を2024年10月24日とし、以降毎年10月24日、 終利息支払日は満

期日とします。

⑧ 担保提供資産又は保証の内容 無担保・無保証

⑨ 新 株 予 約 権 の 行 使

新株予約権の行使に際して、割当予定先により当社に対する本資本性劣後

ローン債権が出資された場合、出資された本資本性劣後ローン債権は、当

該債権額の範囲内において、当該出資と同時に、混同により消滅します。

⑩ 資 金 の 使 途

既存借入金の弁済

なお、既存借入金の弁済による未使用貸付極度額の範囲内で借入を実行し

て、下記の資金使途のために随時支出する予定です。

・事業モデルの転換の加速化のために必要な設備改造等の投資

・収益力の多角化のための設備投資

・必要な人材の確保に向けた投資

① 目 的

当社は、早期に財務体質の健全化を図り、今後の機動的かつ柔軟な資本政

策に備えるため、本資本金等の額をそれぞれ減少し、その他資本剰余金へ

振り替えることにいたしました。

なお、本資本金等の額の減少については、本資金調達に係る払込みを条件

とします。

Ⅱ．本資本金等の額の減少について
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② 本資本金等の額の減少の方法
会社法第447条第１項及び第448条第１項の規定に基づき本資本金等の額の

減少を行った上で、それぞれの全額をその他資本剰余金に振り替えます。

③

減少する資本金及び資本準備

金の額、減少する発行済株式

数

資本金　1,020,000,000円

資本準備金　14,118,724円

発行済株式の減少はありません。

④ 減 少 の 日 程

・本資本金等の額の減少に係る取締役会決議

・本資本金等の額の減少議案に関する

　　臨時株主総会付議に係る取締役会決議

・債権者異議申述公告

・債権者異議申述 終期日

・本株主総会決議

・本資本金等の額の減少の効力発生日

2023年８月14日

2023年８月14日

2023年８月31日

2023年９月30日

2023年10月18日

2023年10月24日

① 目 的
現在生じている繰越利益剰余金の欠損の一部を填補し、早期に財務体質の

健全化を図るためであります。

② 本 剰 余 金 の 処 分 の 方 法

会社法第452条の規定に基づき、本資本金等の額の減少によって増加する

こととなるその他資本剰余金で繰越利益剰余金の欠損の一部を填補しま

す。

③ 減少する剰余金の項目及び額 その他資本剰余金　1,034,118,724円

④ 増加する剰余金の項目及び額 繰越利益剰余金　1,034,118,724円

⑤ 処 分 の 日 程

・本剰余金の処分に係る取締役会決議

・本剰余金の処分議案に関する臨時株主総会

　　付議に係る取締役会決議

・本株主総会決議

・本剰余金の処分の効力発生日

2023年８月14日

2023年８月14日

2023年10月18日

2023年10月24日

Ⅲ．本剰余金の処分について
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